
令和７年度の地域密着型金融の取組状況                           １ 

顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮 

項 目 具体的取組策 概要および令和７年度における主な取組実績 

創業・新規事業開拓への支援強化 ○創業・新事業支援融資の取組による支援  ・創業・新事業支援融資の取組実績92件 1,160百万円となりました。 

成長分野に対する積極的な支援 

○「いちいＷｅｂマルシェ」の運営  

・当金庫の持つ「つなぐ力」を発揮し、地域の事業者様の商品、サービスおよび技術などをＷｅｂサイトで広く一般に情報提供するこ

とを目的とした、独自のビジネスマッチングサイト「いちいＷｅｂマルシェ」を運営しております。また、2023 年 1 月 23 日、「いち

いＷｅｂマルシェ」と青梅信用金庫「あおしんビジネスマッチング応援サイト」の相互リンクを開始しました。さらに、2023年 3月、

登録済の事業者様が、他の登録事業者様との個別商談を「Ｗｅｂ申込みによる方法等」で申込みできるようにいたしました。 

（令和8年 3月末現在、掲載件数651件） 

○ビジネスマッチングによる新たな販路獲得等の支援 

・「しんきんビジネスマッチング・ビジネスフェア」に当金庫取引先26社が出展しました。（商談数70件、成約数1件） 

・令和 7 年 12 月 5 日、6 日「お菓子フェア 2025」（共催：東海地区しんきん経営者協議会、いちい経営者協議会、後援：一宮商工会議

所、信金中央金庫、一宮市、尾西商工会、木曽川商工会、協賛：日本フルハップ）を開催いたしました。当金庫の営業エリアの和洋

菓子等の52業者、大学1校、高等学校1校の計54社が出展しました。個別商談会では、28社のﾊﾞｲﾔｰが参加して150件の商談が行わ

れました。 

○個人保証・不動産担保に過度に依存しない融資の取組によ

る支援  

・企業の事業内容や成長可能性などを適切に評価して行う「事業性評価に基づく融資」に積極的に取り組みました。 

（令和8年 3月末現在、融資残高1,774件 134,411 百万円） 

経営改善・事業再生・業種転換等の支援強化 
○各種補助金の申請支援  

・新事業進出補助金、中小企業成長加速化補助金、省力化投資補助金などの申請支援を 18 件（うち 1 件審査中）行い、5 件採択されま

した。 

○再生計画作成による経営支援  ・48先の支援に重点的に取り組みました。（再生計画の策定48先のうち、債務者区分のランクアップ1先） 

Ｍ＆Ａを含めた事業承継相談の取組 
○信金キャピタル株式会社や愛知県事業承継・引継ぎ支援セ

ンター等の「Ｍ＆Ａ」案件情報の活用による支援 

・中小企業に対する事業承継・Ｍ＆Ａマッチング支援として、信用金庫内外のネットワークを活用したサポートを行っています。 

  

２ 地域の面的再生への積極的な参画 

項 目 具体的取組策 概要および令和７年度における主な取組実績 

地方版総合戦略の策定・推進への積極的な協力 ○自治体等との「地方版総合戦略」に関する連携事業の強化 
・一宮市を始めとする、7市、1商工会議所、2商工会と地方創生に係る連携協定を締結しています。 

・一宮市デジタル田園都市構想推進会議に参加しています。 

新規創業の促進を図るための地域との連携協力 ○創業支援事業に関する支援策の連携  

・一宮市を始めとする、4市、3町、1商工会議所、6商工会と創業支援にかかる包括連携協力に関する協定を締結しています。 

・一宮市、津島市、稲沢市、江南市、犬山市、岩倉市、あま市、大口町、扶桑町の産業競争力強化法に基づく特定創業支援事業として

「西尾張創業塾」を開催しています。令和7年度は、「第12回西尾張創業塾」（後援：一宮市、独立行政法人中小企業基盤整備機構、

愛知県信用保証協会、日本政策金融公庫一宮支店）を開催し、21名（開業後、間もない方13名を含む）が参加し、内1名が創業いた

しました。 

・あま市が主催する「第2期ＡＭＡ創業塾」へ当金庫職員を講師として派遣しました。 

STATION Ai を活用したスタートアップ支援と地

域企業の経営基盤強化 

〇STATION Ai入居企業と連携した課題解決支援の強化 

○自治体・商工団体等と連携した地域包括支援の強化 

・2025年 10月 1日、スタートアップ支援拠点「STATION Ai」にパートナー企業として入会し、革新的な技術・アイデアを持つスタート

アップ企業と地元中小企業をつなぐ取組みを開始いたしました。 

・2025 年 12 月に当金庫単独で「企業交流会」を開催したほか、2026 年 3 月には一宮市および一宮商工会議所と共催で交流会を実施し

ました。これらの場を通じてスタートアップ企業と地元中小企業とのマッチングを図り、具体的な経営課題の解決に努めています。 

ポストコロナにおける地域の事業者への支援に向

けた連携・協働の取組 
〇各関係団体と連携・協働した地域の事業者への支援 

・ポストコロナにおける地域の事業者への連携支援として設立した一宮中小企業サポート会議に参加しました。 

 この会議は、ポストコロナの事業者支援を地域で連携・協働して展開していくことを目的としており、各機関で取り組んだ支援策等

を発表し、相互理解・関係性の向上に努めております。 

〈参加機関〉愛知県信用保証協会（事務局）、当金庫、一宮市、一宮商工会議所、尾西商工会、木曽川商工会、日本政策金融公庫一宮 

支店、尾西信用金庫 

３ 地域や利用者に対する積極的な情報発信 

項 目 具体的取組策 概要および令和７年度における主な取組実績 

地域密着型金融の取組に関する積極的な情報 

発信 
○ホームページ、ディスクロージャー誌等の活用 ・地域密着型金融の取組状況や、各種取組に関するニュースリリース等をホームページ上で公表しています。 

地域経済や経営に役立つ多様な情報提供 ○お客様、地域経済、経営に役立つ多様な情報提供の実施 

・景気動向調査を四半期ごとに実施し、「景況レポート」を発刊しました。 

・愛知県等の行政機関、商工会議所等の経済団体、金融機関等62機関で構成される「あいち脱炭素経営支援プラットフォーム」の構成

機関として、脱炭素経営支援（省エネ診断等）に取り組むとともに、資源エネルギー庁が立ち上げた「省エネ地域パートナーシップ」

にパートナー金融機関として参加し、省エネ施策等環境関連の支援情報の提供に努めました。 

・国、県、市等の中小企業支援情報（事業再構築補助金、事業承継・引継ぎ補助金など）の提供に努めました。 



 


